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古宮城（愛知県新城市）

ふ る み や

古宮城遠景（南から）

古宮城は徳川と武田の領地の境目に武田信玄が築城した城郭です。城跡は平成２９年４月６日に続日本百名

城に認定され、その後、平成３０年９月２７日に市の史跡に指定されています。

古宮城の特徴

古宮城は元亀３年（1572）以降に武田信玄が築

城し、その縄張り設計は馬場美濃守信春による

ものと推測されています。独立丘陵全体に配置

された土塁や堀などの、戦国時代の遺構がほぼ

完全な形で今に残る非常に貴重な城跡です。こ

こでは武田方の徳川に対する拠点城郭としての

性格のほか、「丸馬出し」、「両袖枡形虎口」、「横

堀」など、これまで徳川方や武田方の特色とされ

てきた遺構が混在して認められることも大きな特

徴です。

古宮城跡東側丘陵 両袖枡形虎口



古宮城の歴史

築城～廃城

元亀３年（1572）7 月 30 日、奥平定能が武田信玄から本領安堵、知行宛行の約束がされていること（『松平奥

平家古文書写』）から、これ以降に古宮城が築城されたものと考えられています。その廃城時期については、天

正３年（1575）に徳川家康の家臣であった大岡弥四郎、山田重英らが武田勝頼に内通して謀反を起こし、その際、

勝頼は作手筋に出馬する予定を伝えていること（『御湯殿

上日記』）から、おそらくこの頃も古宮城は存続していたもの

と推測されます。しかし、同年に起こった「長篠・設楽原の戦

い」で織田信長と徳川家康の連合軍に武田勝頼が敗北し

たことで徳川による当地域の支配が強められることとなり、

古宮城は次第に武田氏の拠点城郭としての性格は失われ

ていったものと考えられています。

古宮城の戦い

古宮城での戦闘は、天正元年（1573）の「古宮城の戦い」が伝えられています。

元亀３年の武田信玄の侵攻によってこの地を治めていた国人領主の奥平氏は武田方に帰属を変更しました。

しかし、元亀４年の武田信玄の死後、奥平定能・信昌親子は徳川家康に内通したといい、天正元年、奥平定能・信

昌親子は突如居城の作手亀山城を退去して武田軍から離脱、滝山城に入りました。そのため、武田軍は追撃を行

い、滝山城へ押し寄せました。この混乱に乗じて、奥平親子の援軍として駆け付けた徳川軍は手薄となった古宮城

に攻撃を行い、城に残る武田軍は城を焼き払って敗走したと伝えられています。

《古宮城跡へのアクセス》

所在の場所：新城市作手清岳字宮山 地内

公共交通機関：JR 飯田線新城駅下車、市営バス作手高里線で新城栄町乗車し、鴨ヶ谷口下車。

徒歩約 10 分。

自家用車：新東名高速道路 新城 IC から国道 151 号、301 号を経由して約 40 分。

《お問い合わせ》

〒４４１－１３０５

愛知県新城市竹広字信玄原５５２

新城市設楽原歴史資料館

TEL・FAX 0536-22-0673

E-mail shitara＠city.shinshiro.lg.jp

（火曜・年末年始休館）

土橋から北側大堀切を望む（南から）


